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(57)【要約】
【課題】　これまでの有機ＥＬ封止に用いられた方法では、有機ＥＬ素子の性能を低下さ
せる水分を除くために、封止材に除湿材或いは吸湿材等の水分を除去するための物質を添
加したり、除湿性の保護膜等で素子を保護する等の手段を講じなければならなかった。そ
こで、本発明の課題は、水分を除去するための物質を添加する必要のない有機ＥＬ素子封
止材を提供することにある。
【解決手段】　下記式（１）

（式中、Ｒ１は、水素原子又は炭素数１～２のアルキル基、Ｒ２は水素原子又は炭素数１
～３のアルキル基を表わす。）
で表される繰り返し単位を３０モル％以上含む樹脂からなる有機ＥＬ封止材により上記課
題を解決する。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般式（１）
【化１】

（式中、Ｒ１は、水素原子又は炭素数１～２のアルキル基、Ｒ２は水素原子又は炭素数１
～３のアルキル基を表わす。）
で表される繰り返し単位を３０モル％以上含む樹脂からなる有機ＥＬ封止材。
【請求項２】
請求項１に記載の有機ＥＬ封止材が、有機ＥＬ発光層の少なくとも一方の面に層を介して
、又は層を介さないで積層して得られる有機ＥＬ表示素子。
【請求項３】
請求項２に記載の有機ＥＬ表示素子を備えた有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特定の構造を有する繰り返し単位を含む樹脂からなる有機ＥＬ封止材、及び
該有機ＥＬ封止材を用いて構成される有機ＥＬ素子、及び有機ＥＬ表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機エレクトロルミネッセンス素子（以下、有機ＥＬ素子ともいう）は、互いに対向す
る一対の電極間に有機発光材料層が挟持された積層体構造を有し、この有機発光材料層に
一方の電極から電子が注入されるとともに他方の電極から正孔が注入されることにより有
機発光材料層内で電子と正孔とが結合して発光する。このように有機ＥＬ素子は自己発光
を行うことから、バックライトを必要とする液晶表示素子等と比較して視認性がよく、薄
型化が可能であり、しかも直流低電圧駆動が可能であるという利点を有しており、次世代
ディスプレイとして着目されている。
【０００３】
　しかし、有機ＥＬ素子を構成する有機発光材料や電極は、活性が高く化学的に不安定で
あるため、水分等により特性が劣化しやすく、大気中で駆動させると、発光特性が急激に
劣化し寿命が短いという問題があった。そこで、一般的な有機ＥＬ素子では、有機ＥＬ素
子の上に乾燥剤が設置されたガラス又は金属からなる蓋を被せ、その周辺を接着剤（封止
剤）で封止することにより水分の浸入を遮断する構造が採られていた。この方式では、有
機ＥＬ素子から発せられた光は蓋の反対側、即ち、有機ＥＬ素子の底部側から取り出され
ることからボトムエミッション方式とも呼ばれている。
【０００４】
　近年、従来のボトムエミッション方式の有機ＥＬ素子に代わって、有機ＥＬ素子から発
せられた光を上面側から取り出すトップエミッション方式の有機ＥＬ素子が注目されてい
る。この方式は、開口率が高く、低電圧駆動となることから、長寿命化に有利であるとい
う利点がある。
【０００５】
　このようなトップエミッション方式の有機ＥＬ素子では、通常、積層体を２枚のガラス
等の透明材料からなる防湿性基材により挟み込み、該防湿性基材間を充填剤で充填するこ
とにより封止している（例えば、特許文献１）。
【０００６】
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　しかしながら、このようなトップエミッション方式の有機ＥＬ素子では、光の取り出し
方向を遮蔽してしまわないようにするために乾燥剤を配置するスペースがなく、充填剤で
充填したとしても、また、特許文献１に示されるように充填剤中に吸湿性の高い層を設け
防湿効果を高める方策を施しても充分な防湿効果が得られにくく、寿命が短くなるという
問題があった。
【０００７】
　本発明で使用される特定の構造を有する繰り返し単位を含む樹脂をガスバリア材として
使用が可能であることは、特許文献２に記載されているものの、有機ＥＬ封止材として使
用が可能であることについては、記載も示唆もされていない。
【０００８】
　また、ガスバリア材として広く知られているポリビニルアルコールやエチレン－ビニル
アルコール共重合体を有機ＥＬ素子の封止膜の構成成分として使用する例が特許文献３に
記載されているが、ポリビニルアルコールやエチレン－ビニルアルコール共重合体は高湿
度下での水蒸気透過性は劣化するため、無機材料を併用して当面の欠点を補っても多湿の
環境下においては長期間にわたる信頼性の発現は困難であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００１－３５７９７３号公報
【特許文献２】特許第３６８６２３８号公報
【特許文献３】特開２００６－２１８６８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　これまでの有機ＥＬ封止に用いられた方法では、有機ＥＬ素子の性能を低下させる水分
を除くために、封止材に除湿材或いは吸湿材等の水分を除去するための物質を添加したり
、除湿性の保護膜等で素子を保護する等の手段を講じなければならなかったが、これらの
方法では、上記の問題点があった。
【００１１】
　そこで、本発明の課題は、水分を除去するための物質を添加する必要のない有機ＥＬ素
子封止材を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明では、特定の構造を有する繰り返し単位を含む樹脂からなる有機ＥＬ封止材とし
て用いることにより、上記課題を解決する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、従来技術のように、水分を除去するための物質を添加する必要のない
有機ＥＬ素子封止材を提供することができる。
【００１４】
　本発明の有機ＥＬ素子封止材の提供により、有機ＥＬ素子の性能を長時間保つことがで
きる。また、保護膜を用いた場合に起こっていた製品の歩留まりの低下を防ぐことが可能
となり、製造工程上の問題点を解決することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明は、以下の各項目から構成される。
１．一般式（１）
【００１６】
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【化１】

【００１７】
（式中、Ｒ１は、水素原子又は炭素数１～２のアルキル基、Ｒ２は水素原子又は炭素数１
～３のアルキル基を表わす。）
で表される繰り返し単位を３０モル％以上含む樹脂からなる有機ＥＬ封止材、
２．１．に記載の有機ＥＬ封止材が、有機ＥＬ発光層の少なくとも一方の面に層を介して
、又は層を介さないで積層して得られる有機ＥＬ表示素子、
３．２．に記載の有機ＥＬ表示素子を備えた有機ＥＬ表示装置。
【００１８】
　本発明の有機ＥＬ素子封止材は、一般式（１）で表される繰り返し単位を３０モル％以
上含む樹脂からなることに特徴を有する。
【００１９】
　本発明の一般式（１）で表されるポリアリルアルコールは公知であり、その製造方法に
ついては、例えば、米国特許第２４５５７２２号、同２４６７１０５号、同３２８５８９
７号、同３６６６７４０号（特公昭４７－４０３０８）、同４１２５６９４号、英国特許
第８５４２０７号等に記載されている。
【００２０】
　本発明の有機ＥＬ封止材は、一般式（１）で表される繰り返し単位で構成されるポリア
リルアルコール樹脂と特定の樹脂との混合物であっても、一般式（１）で表される繰り返
し単位で構成される重合体と他の特定の共重合成分との共重合物であってもよい。
本発明の有機ＥＬ封止材が、特定の樹脂との混合物である場合には、本発明の一般式（１
）で表される繰り返し単位で構成されるポリアリルアルコール樹脂と相溶性よく混合され
る樹脂であれば、性能に大きく悪影響を及ぼさない限り特に制限はない。
【００２１】
　このような樹脂としては、例えば、公知慣用のポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブ
テン、ポリメチルペンテン等のポリオレフィン類、ポリエチレンテレフタレート、ポリブ
チレンテレフタレート等のポリエステル類、ポリカプロラクタム（ ６ － ナイロン）、
ポリラウリロラクタム（ １ ２ － ナイロン） 、ポリヘキサメチレンアジパミド（ ６ 
， ６ －ナイロン） 等のポリアミド類、ポリスチレン、ポリ塩化ビニル等のポリニル類
、ポリメチルアクリレート、ポリメチルメタクリレート、ポリイソプロピルメタクリレー
ト等のポリアクリル類、ポリカーボネート、ポリイミド、ポリウレタン、尿素樹脂、メラ
ミン樹脂、エポキシ樹脂等を挙げることができる。また、これらの樹脂は単独成分であっ
ても、２種類以上の共重合体であっても良い。また、２種類以上の樹脂種を混合してもよ
い。
【００２２】
　共重合成分としては、性能に大きく悪影響を及ぼさない限り特に制限はない。具体例と
しては、エチレン、プロピレン、１－ブテン、イソブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン
、１－オクテン等のオレフィン系単量体、
ブタジエン、イソプレン等のジエン系単量体、
スチレン、α－メチルスチレン等の芳香属置換ビニル系単量体、
メチルアクリレート、エチルアクリレート、ブチルアクリレート、メチルメタクリレート
等のアクリル系単量体、
メチルビニルエーテル、エチルビニルエーテル、ブチルビニルエーテル等のビニルエーテ
ル系単量体、
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塩化ビニル、弗化ビニル等のハロゲン化ビニル系単量体、塩化ビニリデン、弗化ビニリデ
ン等のハロゲン化ビニリデン系単量体、
アクリロニトリル、メタクリロニトリル等のアクリロニトリル系単量体、
マレイイミド、Ｎ－メチルマレイイミド、マレイン酸ジメチル等のマレイン酸誘導体系
単量体等が挙げられる。
　また上記共重合体成分のうちの１種または２種類以上の成分からなる共重合体を含んで
いても良い。また、共重合物は、ランダム共重合物であってもブロック共重合物であって
もよいが、ガスバリア性の観点から、ブロック共重合性が高いほうが好ましい。
本発明の有機ＥＬ封止材による封止膜は必要に応じて有機、無機成分等による他の組成物
層と積層しても良い。
【００２３】
　本発明の有機ＥＬ封止材は、一般式（１）で表される繰り返し単位を３０モル％以上含
む樹脂からなることに特徴を有するが、３０モル％以下であると、ガス及び水蒸気バリア
性が低下し好ましくなく、ガス及び水蒸気バリア性の向上のためには、好ましくは、５０
モル％以上、より好ましくは７０モル％以上の一般式（１）で表される繰り返し単位を含
む樹脂を用いることができる。
【００２４】
　本発明の有機ＥＬ封止材は、必要に応じて各種の添加剤が配合されていてもよい。この
ような添加剤の例としては、酸化防止剤、可塑剤、熱安定剤、紫外線吸収剤、帯電防止剤
、滑剤、着色剤、フィラー、あるいは他の高分子化合物を挙げることができ、これらを本
発明の作用効果が阻害されない範囲でブレンドすることができる。添加剤の具体的な例と
しては次のようなものが挙げられる。
【００２５】
　酸化防止剤：２，５－ジ－ｔ－ブチルハイドロキノン、２，６－ジ－ｔ－ブチル－ｐ－
クレゾール、４，４’－チオビス－（６－ｔ－ブチルフェノール）、２，２’－メチレン
－ビス－（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、オクタデシル－３－（３’，５’
－ジ－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、４，４’－チオビス－
（６－ｔ－ブチルフェノール）等。
【００２６】
　紫外線吸収剤：エチレン－２－シアノ－３，３’－ジフェニルアクリレート、２－（２
’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ
－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチル
フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－ｔ－ブチル－５’－メ
チルフェニル）５－クロロベンゾトリアゾール、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフ
ェノン、２，２’－ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン等。
【００２７】
　可塑剤：フタル酸ジメチル、フタル酸ジエチル、フタル酸ジオクチル、ワックス、流動
パラフィン、リン酸エステル等。
【００２８】
　帯電防止剤：ペンタエリスリットモノステアレート、ソルビタンモノパルミテート、硫
酸化ポリオレフィン類、ポリエチレンオキシド、カーボワックス等。
【００２９】
　滑剤：エチレンビスステアロイルアミド、ブチルステアレート、高級脂肪酸金属塩等。
【００３０】
　着色剤：カーボンブラック、フタロシアニン、キナクリドン、インドリン、アゾ系顔料
、ベンガラ等。
【００３１】
　充填剤：グラスファイバー、アスベスト、バラストナイト、ケイ酸カルシウム、雲母、
酸化チタン、炭酸カルシウム、酸化ケイ素等。
【００３２】
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　本発明の有機ＥＬ表示素子用封止材は、硬化物をＪＩＳ Ｚ ０２０８に従い、２０μｍ
厚での透湿度の値が１０ｇ／ｍ２以下であることが好ましい。上記透湿度が１０ｇ／ｍ２

を超えると、素子に水分が到達し発光部でのダークスポット発生の原因となる。
【００３３】
　本発明の封止材を用いた封止の方法は、例えば、
１）基板上に形成された有機ＥＬ素子上に直接本発明の封止材による封止膜を形成する方
法、
２）別の基板上にあらかじめ形成された本発明の封止材による封止膜を積層する方法、等
を用いて、本発明の有機ＥＬ表示素子とすることができる。
【００３４】
　本発明の封止材を用いた封止膜の形成方法は特に限定されないが、例えば気相成膜法に
よる蒸着、キャスト法、ディッピング法、ロールコーティング法、スプレー法、スクリー
ン印刷法、本発明の封止材により得られるフィルムを貼合せる等、公知の方法を用いるこ
とができる。
【００３５】
　基材層に組成物層を積層する際には、基材の種類に応じて一般的に用いられている公知
のアンダーコーティング剤又は接着剤を使用することが好ましい。
【００３６】
　本発明の封止材に用いられる樹脂は有機溶媒等の溶媒に分散させて液状として、コーテ
ィング剤（塗液組成物）やフィルムの原料として用いることができる。溶媒の量は、組成
物の用途に応じて決定される。溶媒にはアルコール等の汎用の溶媒を用いることができる
。
【００３７】
　本発明の封止材の実施の態様の例を以下に説明する。
　まず、ガラスもしくはフィルム基板上に透明電極、正孔輸送層、有機ＥＬ層及び背面電
極からなる有機ＥＬ層を形成し、その上に本発明の封止材に用いられる樹脂を熱転写し、
非透水性ガラスもしくはフィルムと加熱しながら貼りあわせて封止する。場合により、非
透水性のガラスもしくはフィルムに熱転写し、有機ＥＬ層を形成したガラス又はフィルム
に加熱しながら貼りあわせて封止する。
【００３８】
　さらに詳述すると、本発明における有機ＥＬ素子の封止構造は次のようにして作製され
る。まず、ガラス又はフィルム基板上に透明電極を約０．１μｍの厚みで成膜する。透明
電極の成膜に際しては、真空蒸着及びスパッタ等による方法がある。ただし、真空蒸着に
よる成膜は、結晶粒が成長して膜表面の平滑度を低下させることがあり、薄膜ＥＬに適用
する場合には絶縁破壊膜や不均一発光の原因を作るため注意を要する。一方、スパッタに
よる成膜は表面の平滑性がよく、その上に薄膜デバイスを積層する場合に好ましい結果が
得られている。続いて、透明電極の上部に正孔輸送層及び有機ＥＬ層を０．０５μｍの厚
みで順次成膜する。また、有機ＥＬ層の上部に背面電極を０．１～０．３μｍの厚みで成
膜する。
【００３９】
　これらの素子の成膜を終えたガラス又はフィルム基板の上部に本発明の封止材に用いら
れる樹脂をロールラミネータ又は、真空ラミネーター等で転写する。この時、本発明の封
止材に用いられる樹脂は予め基材フィルム（離型フィルム）状に延展されシート状に形成
されていて、このシート状に形成された封止材に用いられる樹脂をロールラミネータ又は
、真空ラミネーター等で転写する。なお、前記の転写による方法を用いる場合は、フィル
ム上に延展された封止材に用いられる樹脂の層の厚みを１０～３０μｍとすると、転写を
円滑に行うことができる。
【００４０】
　次いで、転写した封止材に用いられる樹脂の上から非透水性ガラス又はフィルム基板を
重ね合わせる。これを真空ラミネーター装置を用いて加熱圧着させ、上下基板の仮固着を
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行う。その後、基板またはフィルムの縁部を公知の接着剤を用いてガラス基板に貼り合せ
る。
【００４１】
　また、有機ＥＬ素子の信頼性を向上させる目的であらかじめ素子を無機膜で保護した状
態の有機ＥＬ素子基板とガラス又はフィルムとを本発明の封止材を用いた封止膜と重ね合
わせることも可能である。ここでいう無機膜とは酸化シリコン、窒化シリコン、酸化窒化
シリコンなどがあげられる。
【００４２】
　本発明の有機ＥＬ表示装置は、上記で得られた有機ＥＬ表示素子を用いて得られる。本
発明の有機ＥＬ表示装置は、本発明の有機ＥＬ表示素子を備えた、文字や図形を表示する
ディスプレイ装置または照明装置をいい、例えば封止フィルム等でガスバリア封止を行っ
たり、電源との接続部分を設置したりして、装置として実用に供することができる構造と
したものを指す。
【実施例】
【００４３】
　以下の実施例で更に本発明を詳細に説明する。
（透湿度の測定）
　実施例１、２、及び比較例１で製造した有機ＥＬ素子用封止材を、ＯＰＥＴ（東レ株式
会社製、ルミラー（商品名）、フィルム厚み１２μｍ）上に、乾燥後の厚みが２０μｍに
なるようにバーコーターにより塗工した。８０℃にて６０分乾燥した後、更に減圧下８０
℃で６０分間乾燥した。得られたフィルムの透湿度をＪＩＳＺ０２０８に従い、４０℃～
９０％ＲＨの条件にて測定した。測定値を２０μm厚さの封止材のみの値に換算した。
【００４４】
（発光特性試験１）
　実施例１、２、及び比較例１で得られた各有機ＥＬデバイスについて、大気中において
初期輝度１００ｃｄ／ｍ２の条件で定電流連続駆動させ、デバイスの半減寿命（輝度が初
期輝度の半分に低下するまでに要する時間）を測定した。
【００４５】
（発光特性試験２）
　また、大気中において初期輝度１００ｃｄ／ｍ２の条件で定電流駆動させ初期の発光状
態を確認した後、デバイスを２３℃９０％ＲＨの条件下に１００時間暴露した後、再び初
期評価と同じ条件で駆動させ発光の様子を目視により観察した。
【００４６】
（有機ＥＬ素子基板の製造）
　ガラス基板（２５ｍｍ×２５ｍｍ×０．７ｍｍ）にＩＴＯ電極を１００ｎｍの厚さで成
膜したものを透明支持基板とした。透明支持基板をアセトン、アルカリ水溶液、イオン交
換水、イソプロピルアルコールにてそれぞれ１５分間超音波洗浄した後、煮沸させたイソ
プロピルアルコールにて１０分間洗浄し、更に、ＵＶ－オゾンクリーナ（ＮＬ－ＵＶ２５
３、日本レーザー電子社製）にて直前処理を行った。次に、この透明支持基板を真空蒸着
装置の基板フォルダに固定し、素焼きの坩堝にＮ，Ｎ’－ジ（１－ナフチル）－Ｎ，Ｎ’
－ジフェニルベンジジン（α－ＮＰＤ）を２００ｍｇ、他の異なる素焼き坩堝にトリス（
８－ヒドロキシキノリラ）アルミニウム（Ａｌｑ３）を２００ｍｇ入れ、真空チャンバー
内を、１×１０－４Ｐａまで減圧した。その後、α－ＮＰＤ入りの坩堝を加熱し、α－Ｎ
ＰＤを蒸着速度１５Å／ｓで基板に堆積させ、膜厚６００Åの正孔輸送層を成膜した。次
いでＡｌｑ３の坩堝を加熱し、１５Å／ｓの蒸着速度で（Ａｌｑ３）膜を形成した。その
後、透明支持基板を別の真空蒸着装置に移し、この真空蒸着装置内のタングステン製抵抗
加熱ボートにフッ化リチウム２００ｍｇ、別のタングステン製ボートにアルミニウム線１
．０ｇを入れた。その後、真空槽を２×１０－４Ｐａまで減圧してフッ化リチウムを０．
２Å／ｓの蒸着速度で５Å成膜した後、アルミニウムを２０Å／ｓの速度で２００Å成膜
した。窒素により蒸着器内を常圧に戻し透明支持基板を取り出して透明支持基板上に作製
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【００４７】
（合成例１）ポリメタアリルアルコール（ＰＭＡＡ）の合成
　冷却器付き反応容器に水素化リチウムアルミニウム２５０質量部を仕込み、窒素置換し
、Ｎ－メチルモルホリン３０００質量部を添加した後、１３０℃に加熱し還流させた。こ
れにポリメチルメタクリレート６００質量部とＮ－メチルモルホリン６０００質量部から
なる溶液を添加し、滴下終了後さらに４時間還流させた。この後、酢酸エチル１０００質
量部を滴下して未反応の水素化物を失活させ、さらに５０％リン酸水溶液５０００質量部
を滴下した。冷却後、遠心分離により上澄みと固形分に分離した。得られた上澄みには蒸
留水に加えポリマー（その１）を析出させた。また、得られた固形分には１００００質量
部のエタノールを加え、６０℃、１時間加熱溶解してからグラスフィルターで濾過し、得
られた濾液をエバポレーターにより濃縮した後、蒸留水に加えポリマー（その２）を析出
させた。析出によって得られたポリマー（その１およびその２）を合わせて、１００℃の
蒸留水により煮沸することにより十分洗浄した後、真空乾燥して、ＰＭＡＡ３８０質量部
を得た。
【００４８】
（実施例１）
　合成例１で得られたＰＭＡＡ３０質量部を７０質量部のイソプロピルアルコールに６０
℃で１時間加熱溶解させ、固形分濃度３０質量％の溶液を調製し、これをアルミナ蒸着Ｐ
ＥＴ（東レフイルム化工（株）社製　ＢＡＲＲＩＡＬＯＸ　ＶＭ－ＰＥＴ１０１１ＲＧ）
に、乾燥後の厚みが２０μｍになるようにバーコーターにより塗工した。塗工後の基材を
、８０℃にて６０分乾燥した後、更に減圧下８０℃で６０分間乾燥した。得られた積層体
の封止材面と有機ＥＬ素子面を合わせ真空ラミネーターで被着させ、有機ＥＬデバイスを
得た。なお、フィルムの縁部は接着剤を用いて有機ＥＬ素子付ガラス基板に貼り合せた。
なお、調製した封止剤の透湿度は５ｃｃ/ｍ２・ｄａｙであった。
【００４９】
（実施例２）
　真空蒸着装置にアルミナ蒸着ＰＥＴ（東レフイルム化工（株）社製　ＢＡＲＲＩＡＬＯ
Ｘ　ＶＭ－ＰＥＴ１０１１ＲＧ）の蒸着面を上にしてセットした。次にＰＭＡＡ４ｇをア
ルミナ製るつぼに入れ、このるつぼの周囲にタングステン製ヒーターを巻き付け真空蒸着
装置にし込み、０．２ｎｍ／秒の蒸着速度で蒸発させ厚さ２０μｍのＰＭＡＡ層をＯＰＥ
Ｔ／酸化珪素からなる基材の酸化珪素面上に設けた。得られた積層体の封止材面と有機Ｅ
Ｌ素子面を合わせ真空ラミネーターで被着させ、有機ＥＬデバイスを得た。なお、フィル
ムの縁部は接着剤を用いて有機ＥＬ素子付ガラス基板に貼り合せた。
【００５０】
（比較例１）
　アルミナ蒸着ＰＥＴ（東レフイルム化工（株）社製　ＢＡＲＲＩＡＬＯＸ　ＶＭ－ＰＥ
Ｔ１０１１ＲＧ）の蒸着面上に１００ｃｍ２につき０．１ｇの酸化カルシウムを散布しこ
れを蒸着面が上になるようにセットした。次にＰＶＡ４ｇをアルミナ製るつぼに入れ、こ
のるつぼの周囲にタングステン製ヒーターを巻き付け真空蒸着装置にしこんだ。これを０
．２ｎｍ／秒の蒸着速度で蒸発させ厚さ２０μｍのＰＶＡ層をＯＰＥＴ／酸化珪素からな
る基材の酸化珪素面上に設けた。得られた積層体の封止材面と有機ＥＬ素子面を合わせ真
空ラミネーターで被着させ、有機ＥＬデバイスを得た。なお、フィルムの縁部は接着剤を
用いて有機ＥＬ素子付ガラス基板に貼り合せた。なお、ＰＶＡ３０質量部を４０質量部の
水、３０質量部のイソプロピルアルコールに６０℃で１時間加熱溶解させ、固形分濃度３
０質量％の溶液を調製し、これを用いて透湿度を測定した。２７ｃｃ/ｍ２・ｄａｙであ
った。
　上記発光特性試験１及び２の結果を表１に示す。
【００５１】
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【表１】

【００５２】
　本結果より、本発明の有機ＥＬ封止材は、これまでの樹脂（比較例１）であるＰＶＡに
、除湿剤（酸化カルシウム）を添加して用いたもの（比較例１）より発光特性が優れてい
ることが明らかである。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本発明の有機ＥＬ封止材は、長期間の使用に耐える有機ＥＬ素子の封止材としての利用
が可能である。
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